
（イタリア語上演・日本語字幕付）
全3幕

プッチーニ作曲 歌 劇

びわ湖ホール オペラへの招待

世界で活躍する指揮の園田隆一郎と演出の伊香修吾が
プッチーニ晩年の名作の真価を示す

マグダ役 山田知加さん（びわ湖ホール声楽アンサンブル）
からのメッセージ

　大変光栄なことに、私の歌手人生に
おいて最大級のヒロイン「マグダ」を務
めさせていただくことになりました。緊
張もプレッシャーもありますが、素晴ら
しい共演者の方々と素晴らしい作品を
作り上げられることが今から楽しみで
なりません。
　この演目をやることを知らされた時、

恥ずかしながらあまりピンと来ておりませんでした。「アリアは
有名だけど、どんなオペラなんだろう」と映像を観まして、煌び
やかな世界観にとてもワクワクしたのを覚えています。私もそ
うでしたので、きっとまだ『つばめ』を観たことのない皆様も、
お楽しみいただけることと思います。
　なぜ｢つばめ｣なのか、ドレッタの夢は誰の夢なのか、二つの
カップルの行く末などなど、是非会場でお楽しみください！

　「びわ湖ホール オペラへの招待」は、“初めてのオペラ”を体験するのに
うってつけのシリーズ。
　『つばめ』は、プッチーニ晩年の作品で、優しく馴染みやすいメロディー、
ソプラノ、テノールの美しいアリア、優雅なワルツなど、作曲家の円熟の境地
を示す作品です。
　上演機会の少ない作品だけに、今回の充実したキャストでの上演は、
「新しいプッチーニの名作」を発見する機会となるでしょう。
　世界で活躍するプリマドンナ中村恵理が歌う主役のマグダにもご注目く
ださい。

びわ湖ホール　オペラへの招待

プッチーニ作曲 歌劇『つばめ』
全３幕（イタリア語上演・日本語字幕付）

10月8日（金）・9日（土）・10日（日）・11日（月） 各日14：00開演　［中ホール］
一般５,000（４,500）円　青少年（25歳未満）２,000円　シアターメイツ1,000円  ※（　）内は友の会会員料金

各回、上演前（14：00～）にオペラのことがよくわかる演出家のお話があります（全日程）

世界で活躍する中村恵理が『つばめ』を歌うのは事件である
文＝井内美香　音楽ライター/オペラ・キュレーター

　中村恵理は世界で活躍するオペラ歌手である。彼女が最初に注目されたのは英国ロイヤル・オペラ『カプレーティ
家とモンテッキ家』でネトレプコの急な代役を務めたときであった。絹のように滑らかな声、抜群のコントロール、そし
て全身で役を演じる彼女に観客は大きな拍手をおくった。その後、英国ロイヤル・オペラではセルバン演出『トゥーラ
ンドット』での彼女の素晴らしいリュー役の演唱が映像化されている。2010年から6年間、ミュンヘンのバイエルン
州立歌劇場の専属歌手として歌っていたときには幅広い演目に出演し、多くの主役も歌った。他にはワシントン・オペ
ラ、チリのサンティアゴ市立劇場、ウィーン国立歌劇場などにも出演している。日本では『フィガロの結婚』スザンナ役
や、東京文化会館、新国立劇場、びわ湖ホール、札幌文化芸術劇場４館による提携公演『トゥーランドット』で絶賛さ
れたリュー役など、近年オペラ出演が増えてきており嬉しい限りだ。
　その彼女が10月（8日・10日）に、びわ湖ホールでプッチーニ『つばめ』を歌うのは事件である。『つばめ』の舞台は
第二帝政時代のパリ。ストーリーは『椿姫』に『ラ・ボエーム』のエッセンスを少し加えたような展開だが、大きく違うの
はマグダが若いルッジェーロとの恋愛の始まりと終わりにおいて、大人の女として自ら決断を下すところだ。
　歌う部分が多く表現も幅広い、難しいけれど魅力的な役柄である。オペラに詳しい方は、彼女がこれまで高い評価
を得てきたスザンナやリューなどの健気な娘の役柄を思い浮かべ、妖艶な美女マグダをどう歌うのか？と思うかもし
れない。だが実は彼女の歌にはこれまでも常に自然な色気があった。特にフランス・オペラやベルカントなどを聴いて
いると、短いアリアや重唱の中でもどんどん表情が変わり、彼女の演ずる人物の魅力に溺れてしまいそうになる。『椿
姫』のヴィオレッタより大人で、だからこそのほろ苦い結末。彼女がマグダをどう表現するのかがとても興味深い公演
なのである。

指揮：園田隆一郎
演出・お話：伊香修吾

出演：びわ湖ホール声楽アンサンブル
  8日・10日 9日・11日
 マグダ 中村恵理★ 山田知加
 リゼット 熊谷綾乃 𦚰阪法子
 ルッジェーロ  　　　  谷口耕平
 プルニエ 宮城朝陽 古屋彰久＊
 ランバルド 平 欣史 市川敏雅
 ペリショー 市川敏雅 平 欣史
 ゴバン 　　　  有本康人
 クレビヨン 　　　  美代開太
 イヴェット 山岸裕梨 飯嶋幸子＊
 ビアンカ 阿部奈緒 坂田日生
 スージィ 上木愛李 藤居知佳子

管弦楽：大阪交響楽団

★客演　＊びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバー
※都合により出演者が変更になることがあります。　これまで数々の役を演じてきましたが、

プッチーニ作品の大きな役を演じるのは初
めてです。この作品は10年ほど前に観劇し
たことがあるのですが、そのときは正直「な
んだこの終わり方は？」と思ってしまいまし
た。ですが今改めてこの『つばめ』に向き合
うと、一筋縄ではいかない恋愛や、夢と現
実の狭間の葛藤など、共感できる部分がた

くさんあります。
　上演機会の少ない作品ではありますが、初めて見ていただいた
お客様方に「何とも言えない気持ちになったけど、よかった」と言っ
ていただくのが目標です。プッチーニらしさ満点の美しいメロ
ディーにあふれています！今回は4日連続ルッジェーロ役という異
例のチャンスをいただいたので、オペラ歌手として大きくレベルアッ
プしたいと思います！会場でお待ちしております！

数あるプッチーニのオペラの中でも、
最も美しく豊かな音楽に溢れている作品 園田隆一郎（指揮）

　夏が終わると暖かい土地を求めて飛び立ち、春になると戻ってくる｢つばめ｣。このタイトルが意味するものは何でしょうか？
　数あるプッチーニのオペラの中でも、最も美しく豊かな音楽に溢れている作品だと思います。第一幕は19世紀パリの豪華
なサロン、色彩豊かな音楽の中にオペラではちょっと珍しいピアノのソロが聴こえてきたり、第二幕はダンスホールに集まる学
生やお針子たちの喧騒で始まり、夢のように美しいワルツの音楽もあります。ウィーン風とは一味違うラテンのワルツをぜひ味
わっていただきたいです。
　ですが、ただ美しくて派手なだけではありません。プッチーニのオペラでここまで繊細な心の動きを音楽で表現したオペラ
も他にないのではないでしょうか。第一幕マグダの歌う「ドレッタの美しい夢」が最も有名ではありますが、私はその少し後に
歌われるもう一つのアリア「陽気な喧騒の甘く崇高なひと時」が大好きなんです。遠い過去を思い起こして懐かしむような繊
細なオーケストラの音が印象的で、お金は無くて貧しかったけれども自由で喜びに満ちていたひと時への強い憧れを歌いま
す。ここも美しいワルツの音楽ですね。このワルツのリズムで自分の過去を思い出した事がその後のマグダの行動につながっ
ていきます。
　第三幕の終盤、マグダが恋人ルッジェーロの母からの手紙を読む場面、そして静かに別れを告げる場面はもうさすがジャ
コモ・プッチーニ先生と言いますか、マグダの悲しみと決意、純粋なルッジェーロの絶望が美しく繊細な音楽で書かれていて
感動的です。
　確かにプッチーニのオペラにしては珍しく誰も命を落とさない静かなラストで、いわゆるオペラ的な派手さはありませんが、
だからこそ心にじんわりと響く、大人っぽくて現代的な幕切れです。
　なかなか上演される機会の少ない名作、この『つばめ』というタイトルが一体どういう意味を持っているのか、ぜひ劇場で体
験していただきたいです。

　裕福な銀行家の愛人として暮らすマグダ。その贅沢な生活を友人たちは羨むが、マグダ
はかつてブリエの店で経験した初恋が忘れられないと語ります。そこに現れた田舎育ちの
ルッジェーロ。ちょうどその時マグダの手相をみていた詩人のプルニエが「マグダはつばめ
のように海を渡って恋をする」と予言します。
　その夜、小間使いの姿に扮したマグダはブリエの店に現れ、ルッジェーロに話しかけ、二
人は意気投合、ワルツを踊り愛を確信しますが…。

あらすじ

伊香修吾（演出）
　あのプッチーニに『つばめ』というオペラがあることをご存知で
しょうか。ウィーンの劇場から依頼を受けて作曲を始めたオペ
レッタがいつの間にかオペラに化けてしまい、しかも第一次世界
大戦が勃発したためにウィーンでは初演できなかった（オースト
リアとイタリアは敵国同士でした）といういわくつきの作品です。
　当時流行のダンス音楽に乗って、 年下の男に恋した高級娼婦
のお話はコメディタッチで進んでいきますが、その中にもかすか
なほの暗さが聴き取れるのは、彼女自身が無意識のうちに苦い
結末を予感しているからなのでしょうか。悲劇とも喜劇ともつか
ないところに大きな魅力がある、数多いオペラの中でも他に類を
見ない傑作だと思います。プッチーニが自分自身の「愛すべき、忘
れられた子」と呼んでいたと言われる『つばめ』。皆さまにもお楽
しみいただければ幸いです。 

悲劇とも喜劇ともつかない魅力

ルッジェーロ役 谷口耕平さん（びわ湖ホール声楽アンサンブル）
からのメッセージ

■ 『公演』をより楽しむために。
　『つばめ』はCDも少なく、日本で手に入るのはほとんどが海外盤。でも、前もって
全曲を聴いてから公演に臨むと、楽しさは倍増します。その際に対訳本は欠かせません。
・おぺら読本 「ラ・ロンディーネ～つばくろ」
販売方法等、詳しくは　おぺら読本出版 operapec.cart.fc2.comまで

■ 『つばめ』オリジナルグッズ販売!!
　公演の関連グッズとして、洗練されたデザインやこだわりの紙
質で広く愛用される「ツバメノート」（A5サイズ＝300円）とクリ
アファイル（A４サイズ＝250円）（セット価格=500円）をオリジ
ナルデザインで制作！公演に先がけ、びわ湖ホールチケットセン
ターにて販売します。（窓口・現金のみのお取り扱いです。）

東京大学大学院経済学研究科修士課程、
英国ミドルセックス大学大学院舞台演出科
修士課程修了。その後ザルツブルク音楽祭、
ウィーン国立歌劇場などで演出助手を務
め、2009年にはサイトウ・キネン・フェス
ティバル松本において青少年のためのオペ
ラ『ヘンゼルとグレーテル』を演出した。１
４年にはリトアニアのカウナス国立歌劇場
で権代敦彦作曲のオペラ『桜の記憶』の世
界初演を演出し、また自身の企画・演出に
なる「オペラ＠能楽堂」がパリ、ジュネーヴ、
チューリッヒ、ローザンヌで上演された。
最近では日生劇場で「ラ・ボエーム」を演
出した。第19回（平成20年度）五島記念
文化賞オペラ新人賞受賞。日米リーダー
シップ・プログラム スコット・M・ジョンソン 
フェロー。

伊香修吾 Ikoh Shugo

株式会社チェリオコーポレーションは、
オペラへの招待『つばめ』を応援しています。

ボローニャ歌劇場、トリエステ
歌劇場などを指揮し、国際的な
活動を展開する気鋭の指揮者。
オペラ、シンフォニーの両分野
で活躍する指揮者の一人。
2006年、イタリア、シエナのキ
ジアーナ夏季音楽週間『トス
カ』を指揮してデビュー。翌年、
藤原歌劇団『ラ・ボエーム』を
指揮して日本デビューを果たす。
同年夏にはペーザロのロッシー
ニ・オペラ・フェスティバル『ラン
スへの旅』を指揮。その後国内
外のオペラやオーケストラとの
共演を重ねている。2021年に
は、ロームシアター京都開館５
周年記念事業パフォーマティブ
コンサート、日生劇場『ラ・ボ
エーム』を指揮した。今後もオペ
ラ上演やオーケストラ演奏会へ
の出演が予定されている。
2017年度第16回齋藤秀雄メモ
リアル基金賞受賞。藤沢市民オ
ペラ芸術監督。

中村恵理 Nakamura Eri
大阪音楽大学、同大学院修了。新国立劇場オ
ペラ研修所を経て、2008年英国ロイヤル・
オペラにデビュー。翌年、同劇場の『カプ
レーティ家とモンテッキ家』にネトレプコの
代役として出演し、一躍脚光を浴びる。10～
16年、バイエルン州立歌劇場のソリストとし
て専属契約。『フィガロの結婚』スザンナ役
でデビュー後、ケント・ナガノ、キリル・ペトレ
ンコ、大野和士らの指揮のもと、『魔笛』『ホ
フマン物語』『ヘンゼルとグレーテル』等に
主要キャストとして出演。その他、ベルリン・
ドイツ・オペラ、ザルツブルク州立劇場など客
演多数。16年11月には『チェネレントラ』クロ
リンダ役でウィーン国立歌劇場にデビューす
るなど活躍の場を広げている。17年に新国
立劇場および兵庫県立芸術文化センター
『フィガロの結婚』、宮崎国際音楽祭『椿
姫』をはじめ、各地でのリサイタルに出演。
12年度アリオン賞、15年度芸術選奨文部科
学大臣新人賞、17年第47回JXTG音楽賞洋
楽部門奨励賞受賞。大阪音楽大学客員准教
授。びわ湖ホールには2018年、19年「近江
の春 びわ湖クラシック音楽祭」に出演。

園田隆一郎
Sonoda Ryuichiro
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